
１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

指標３
まちづくり活動参加者
数

人 60

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

※フォローアップの必要のある指標について記入

計測時期

その他の
数値指標１

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

116

1年以内の
達成見込み

○
岐阜県事業区間の説明会参加者も
含めると181名であり、実際は目標
を大きく上回る参加状況にある。

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

95 H27年9月

評価値よりも少なく
なっているが、目標
値以上の数値であ
る。

指標５

地区内公共施設耐震
化率

％ 33

指標４

指標２

総合所見

事後評価時の見込み値とほぼ同じ
結果が得られた。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

○

H　　年　月

H　　年　月

事後評価

見込み・確定の別

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

905

計測時期

H27年9月

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ 歩行者交通量 人 884

67

90

1年以内の
達成見込み

○

910

見込み・確定
の別

900 ○

67

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

新土岐津線の計画的整備と段階的・計画的な道路・駅
前広場等の整備促進

公共施設等の耐震化の促進と防災性の高い都市施設
整備

県施工区間の事業円滑化のために、関係者等の事業
協力体制の充実を図る

①新土岐津線(市施工区間)の整備が概ね実施された。
②新土岐津線（県施工区間）の整備が進められている。
③土岐市駅前広場整備事業に着手している。

実施した具体的な内容

①新土岐津線(市施工区間)の整備が概ね実施された。
②新土岐津線（県施工区間）の整備が進められている。
③土岐市駅前広場整備事業に着手している。
④耐震改修の着実な進捗が図られている。（市庁舎の建替え
等）

①幹線道路整備による市街地の安全性向上
②③新土岐津線（市施工区間）の整備効果の更な
る向上が図られる。
④公共施設の耐震化がより一層進行している。

今後の課題　その他特記事項

○実施事業および予定事業の計画的な事業進捗

○実施事業および予定事業の計画的な事業進捗

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

①道づくり委員会の継続と推進委員会の設立

実施した結果

①交通安全性が確保され、歩行者交通量が増加し
ている。（目標を達成した。）
②③新土岐津線（市施工区間）の整備効果の更な
る向上が図られる。

特になし

具体的内容

①地元主体による組織により、県施工区間の事業
円滑化が図られている。

特になし

実施時期


